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造科月裕鉄

胄｀胄：曇｀非構造部材の耐震性能テ ー マに
羹苫盗夏嬰9 今年度第2M研究会を開催

部夕市学＾云
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の
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・【三

日
建
連

「
け
ん
せ
つ
小
町
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
開
催

安
藤
優
子
氏
が
基
調
講
演

日
本
建
設
業
連
合
会
け
ん
せ

つ
小
町
委
員
会
（
委
員
長
11

近

藤
重
敏
・

三
井
住
友
建
設
社

長）

は

27
日 、
東
京
都
港

区

の

品
川
イ
ン
タ
ー

シ
テ
ィ
ホ
ー

ル

で、
約
4
年
ぶ
り
と
な
る
「
け

ん
せ
つ
小
町
F
O
R
U
M
F

日本建築学会近畿支部

能
を
テ
ー

マ
に
今
年
度
第
2
回

研
究
会
を
ウ
ェ
ブ
併
用

で
開
催

し
た 。非

構
造

部
材
や
二
次

部
材

は

地
震
時
に
損
傷
す
る
と 、
人
に

負
傷
な
ど

の

被
害
を
及
ぼ
す
恐

れ
が
あ
る 。
ま
た 、
地
震
後

の

事
業
継
続
性
や
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
コ
ス
ト
に
も
影
響
す
る 。

こ
れ
を
踏
ま
え 、
今
回

の

研

究
会

は

天
井
や
外
壁 、
間
仕
切

壁 、
設
備
機
器
類

の

取
り

付
け

部
材
な
ど

非
構
造

部
材
や
二
次

部
材

の

耐
震
性
能
を
テ
ー

マ
に

設
定 。
建
築
物
全
体

の

耐
震
性

能

の

評
価
に

非
構
造

部
材

の

損

傷
を
考
慮
す
る
手
法 、
個
別

の

非
構
造

部
材

の

地
霞
動
挙
動
や

耐
震
性
能
に
関
す
る
研
究
成
果 、

非
構
造

部
材

の

損
傷
に
関
す
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
や

非
構
造

u
t
u
r
e
 
s
e
s
s
i
o
 

n」
を
開
催
す
る 。
け
ん
せ
つ

小
町
フ
ォ
ー
ラ
ム

は

、
会
社
と

い
う
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
女
性
技

術
者・
技
能
者
全
体

の

親
睦
を

深
め
る
も

の

で、
前
身

の

女
性

活
躍
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
併
せ

る
と
過
去
7
回
に
わ
た
り

全
国

各
地

で
開
催
し
て
き
た 。

今
回

は

ニ
ュ
ー

ス
キ
ャ
ス
タ

ー 、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
と
し
て

活
躍
す
る
安
藤
倭
子
氏
に
よ
る

甚
調
講
演
と
女
性

の

活
躍
を
業

界

の

最
前
線

で
推
進
す
る
関
係

者

の

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン

の

2
部
構
成

で
進
行 。
個
人

と
し
て

の

働
き
方
を
考
え 、
業

界
全
体
が
「
新
4
k
産
業
へ

の
変
革」
に
向
け
て
取
り

組
む
べ

き
課
題
を
発
信
す
る 。
参
加

は

無
料。開

催
概
要

▽
日
時
11
2

月

27
日 、
15
時
1

17
時
55
分
▽
会

場
11

品
川
イ
ン
タ
ー

シ
テ
ィ
ホ

ー
ル
棟
l

階
ホ
ー

ル
▽
申
込
方

法
11

特
設
サ

イ
ト
か
ら

(
Q
R
コ
ー

ド）

闊

部
材
を
利
用
し
た
制
振
装
置

の

提
案
な
ど
に
つ
い
て 、
6
名

の

講
師
が
講
演
し
た 。
講
演
タ
イ

ト
ル
と
発
表
者

は

次

の

通
り 。

▽
「
二
次

部
材
損
傷
を
含
む

建
築
耐
震
性
評
価
と

研
究
動

向」
長
江
拓
也
氏
（
名

古
屋
大

学）
▽
「
地
雛

時
に
お
け
る
天
井
落
下

被
害
と
天
井
耐
展
化
に

向
け
て」
元
結
正
次
郎

氏
（
東
京
工
業

大

学）

▽
「
病
院
施
設

の

振
動

台
実
験
に
お
け
る

非
構

造
部
材
と

機
器

の

挙

動」
倉
田
真
宏
氏
（
京

都

大

学）
▽
「

非
構
造

部
材
に
お
け
る
ボ
ル
ト

接
合

部

の

地
震
時
挙

動」
黒
澤
未
来
氏
（
東

京
工
業

大

学）
▽
「

非

非構造部材、二次部材の耐震性能をテーマに学ぶ

鉄骨構造部会

構
造

部
材
を
対
象
と
し
た
画
像

計
測
に
基
づ
く

損
傷
検
知

の

現

状
と
課
題」
藤
田
皓
平
氏
（
京

都

大

学）
▽
「
現
境
装
置
を
マ

ス
ダ
ン
パ
ー

の

錘
と
し
た
制
振

建
物」
浅
岡
泰
彦
氏（

大

林
組）
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